
☆令和 6 年 6 月 24 日（月）：

    「アートシーン」第 10 回  

～【あさけ学園の創作・文化活動】をご紹介いたします～

施設入所していると、ふと気付いたら窓から見える景色が移り変わっていたことや毎日を変

わりなく過ごしていることが多くあると思います。

あさけ学園では、日中支援として、高齢になった利用者、配慮や介助が必要な利用者を対象に

【創作・文化活動】というグループがあり、制作や家庭菜園、個別の運動・マッサージ、イベン

トなどを行っています。これらの日中活動をしていく上で大切にしていることが“四季を感じ

ること！！”です。

    

季節のイベントとして、春にお花見、夏に流しそうめんや夏祭り、秋に収穫祭、冬にクリスマ

スパーティーといったところです。制作においても、その季節に飾れるように、1 シーズン前か

らスタートして、『もうすぐ〇〇(春・夏・秋・冬)だね～』『この制作が出来たら飾ろうね』など

会話しながら制作活動に取り組んでいます。出来上がった作品は、グループが活動している場

所や居住棟などに飾って、その時の“四季” を感じています。日常に季節があるのは気持ちが

和みますよね～。

また、それらの作品を毎年 自閉症協会の作品展に出展しています。たくさんの方に見ていた

だいて、『これ、かわいいね～』『上手に作ったね～』と声を掛けてもらうこともあり、そのこと

が日々の励みや頑張りに利用者・職員共ども繋がっています。これからも四季を色々な形で感

じていきたいと思っています。
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（社会福祉法人檜の里 自閉症総合援助センター あさけ学園 施設長 近藤 裕彦）
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